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今回の内容
•Githubを使った開発の概要 
•継続的インテグレーションとは 
• Travis CIを使ってみる

 2



GitとGithubの機能
•Clone 
- リモートリポジトリのコピーを自分のローカルに持ってくる 

• Push 
- 自分のローカルの変更（コミット）をリモートリポジトリに反
映する 

• Fork 
- Githubにおいて他者のリポジトリのコピーを自分のアカウント
内に作る 

• PullRequest 
- Forkしたリポジトリの変更を，他者のリポジトリでも反映して
もらうように要求する
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Githubにおける開発

 4https://zippyzsquirrel.github.io/squirrel-u/1_SquirrelU/4_GitHub/2_basicConcepts/1_distributedModel/



継続的インテグレーション
•ソフトウェア開発において短期間で品質管理を行う手法 
- コンパイル・テスト・デプロイを頻繁に繰り返し行うこと
で，問題の早期発見と開発の効率化をはかる 

• CIツールが利用される 
- Githubでも様々なCIツールが利用されている
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https://persol-tech-s.co.jp/hatalabo/it_engineer/309.html



Travis CI
•Githubと連携したCIサービス 
- サービス提供側のサーバーでテストが実行される 

•オープンソースのソフトウェア開発においては無料で
利用することができる

 6リポジトリにプッシュしたら，自動でテストが実行される



Travis CIを使ってみる
• https://github.com/Katsunori04/
travis_practice
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https://github.com/Katsunori04/travis_practice
https://github.com/Katsunori04/travis_practice


疑問
• Travis CIは，コードをプッシュするたびに全体のテ
ストを行っているのか 
- プッシュしたコードに対応するテストのみ行っているの
か 

• Travis Torrentに記録されてるデータには，各開発者
がフォークしたリポジトリで行ったテストも含まれて
る？
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